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iD = m ;
 (0; x) =  0(x) 2 Hs(R2);
A(0; x) = a(x) 2 Hr(R2)
(1)
の適切性について述べている．ここで，スピノール  =  (t; x) : R2 ! C2 及びポテンシャル A = A(t; x) :
R ! R が未知関数であり，@0, @j , D はそれぞれ @@t , @@xj , @   iA を表す．また，F = @A   @A,
J = h ; i であり，h; i は通常の C2 の内積を表す．" は "012 = 1 となる完全反対称テンソルを表し，m






















ラテン文字は f1; 2g, ギリシャ文字は f0; 1; 2g の範囲を動くものとし，繰り返し現れる指数はこの範囲において和
を取るものとする．また，Hs(R2) は次で定義される Sobolev空間である：
Hs(R2) := f' 2 S 0(R2) : k'kHs := khis b'kL2(R2) <1g;
hi = (1 + jj2)1=2; b' は ' の Fourier変換を表す．
初期値問題が Hs  Hr で適切であるとは，初期値 ( 0; a) 2 Hs(R2)  Hr(R2) に対して (i) ある時間区間
t 2 [ T; T ] において方程式を満たす解 ( ;A) が存在し，(ii) 解は適当な関数空間において一意的であり，(iii) 得
られた解は初期値に連続的に依存する，ことを意味する．適切性は，一般に具体的な解の表示が得られない非線形








 ! exp(i) ; A ! A + @;  : R1+2 ! R は滑らかな関数
により不変であるため，どのようなゲージ条件を選ぶかによってポテンシャルの満たす方程式が変化する．例え
ば，Lorenzゲージ条件 @A = 0 を課した場合には，ポテンシャルは波動方程式
A = "@J;  = 0; 1; 2 (2)
を満たす．一方，Coulombゲージ条件 @jAj = 0 を課した場合には，次の楕円型方程式を満たす：
A0 = "jk@kJj ; Aj = "jk@kJ0; j = 1; 2:
1
既存の結果について述べる．CSD方程式を含むより一般の波動方程式系については Klainerman and Machedon
[9] により s = r > 3=4 のとき時間局所的適切であることが示されている．また，Huh [6] により Lorenz ゲー
ジ条件を課した CSD方程式が (s; r) = (5=8; 1=2) において時間局所的適切であることが示されている．さらに，
Lorenz ゲージ条件の下では Huh and Oh [7] により，s = r > 1=4 における時間局所的適切性が得られている．
Coulombゲージ条件では，Huh [6] により s > 1=2, r = 0 における時間局所的適切性が示されている．





a0 = @1a1 + @2a2 = 0 を満たすように取り換えることができる．さらに，(2) を積分方程式に書き直し，Dirac方
程式の右辺に代入すると，次の Dirac方程式が得られる：
( i@ +m) = cos(t
p )"kj 1@kj 0j2  j +N ( ; ;  ): (3)
ただし，
N ( 1;  2;  2) =
Z t
0
"K(t  t0)h 1;  2i(t0)dt0   3; K(t) =
(
cos(t
p );  = 0;
sin(t








とし，  :=  ,  = (r=i) とおいて，次の初期値問題を考
える： (
( i@t  jrj)  =  m  +(cos(t
p ) 1"kj@kj 0j2  j +N ( ; ;  ));
 (0; x) =  0(x) 2 Hs(R2):
(4)
主結果． (4) は s > 1=4 のとき時間局所的適切である．
(4) の解としてスピノール  が得られれば (1) の第一式から Chern-Simons場 F も定まる．さらに，(2) を
使ってポテンシャル A を構成することもでき，CSD方程式の未知関数がすべて求まる．なお，Coulombゲージ
条件を課した場合にも同様の書き換えが可能であり，Coulombゲージ条件下においても単独 Dirac方程式に書き
直した初期値問題は s > 1=4 のとき時間局所的適切になる．
適切性の証明においては，方程式を対応する積分方程式に書き直し，縮小写像の原理を用いて適切性を証明する
という方法が一般的である．その際，どのような関数空間を用いて縮小性を示すかという問題が生じる．低い正則
性を考察する場合には，Bourgain [1] や Klainerman and Machedon [10] により導入された Fourier制限ノルム
Xs;b := fu(t; x) 2 S 0(R1+2) : kukXs;b := khi
sh  jjibeu(; )kL2; <1g
を用いることが多い．ここで，eu は u の時空間 Fourier 変換を表わす．b > 1=2 ととれば，これらの空間は
C(R;Hs(R2)) に連続的に埋め込める．
(4) の線形部分 ( i@t + jrj)u = 0 の解は超関数として `(; ) 空間の曲面  = jj 上にのみ台を持つ'という
著しい性質も持つため，非線形方程式を線形方程式からの摂動と捉えるならば，非線形方程式の解もこの曲面の比
較的近くに集中していることが予想される．一方，Xs;b ノルムの定義をみると，b > 0 の場合は曲面から離れるほ





k(cos(tp ) 1"kj@kj 0j2  j kXs;b 1  Ck 0k
2
Hsk kXs;b0 ; kN ( 1;  2;  3)kXs;b 1  C
3Y
j=1
k jkXs;bj : (5)
主結果では，(4) の非線形項を詳細に解析することにより，零構造と呼ばれる特殊な構造を有していることを発見
した．ここで，零構造とは強い相互作用が消える特殊な非線形項のことであり，Christodoulou [2] や Klainerman
[8] により導入された零条件や零形式を一般化した概念である．元々，零条件や零形式は 2階の波動方程式の非線
形項に対して定義されたものであり，本論文のような 1階の方程式ではどのような形で零形式が現れるかという研
究は多くはない．D'Ancona, Foschi, and Selberg [3] は，強い相互作用が消えるという零形式が持つ特性を抜き出
し，1階の Dirac方程式の非線形項であってもそのような性質をもつ特殊な非線形項を零構造をもつと表現した．
Xs;b ノルムの評価に関しては D'Ancona, Foschi, and Selberg [4] による双線形評価式が有用である場合が多
い．実際，(5) の最初の不等式は 2次の項の評価であるため，その評価式に帰着される．しかしながら，(5) の第
二不等式では 3次の非線形項を評価する必要があるので双線形評価の際には現れなかった非線形効果を考える必要
がある．そのため，[4] の証明で重要な役割を果たした Selberg [11] による評価まで立ち戻り，双線形評価では現
れないような相互作用を考慮に入れて，(4) の 3次の項が扱えるように双線形評価式を改良した．さらに，今回用
いた多重線形評価式が s  1=4 では破綻する反例も構成し，本論文の方法では s < 1=4 における適切性が得られ
ないことも証明した．
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